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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
会
の
皆
様
方
に
は
、
新
し
い
年
を
迎
え

ら
れ
て
良
い
お
正
月
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
飛
木
稲
荷
神
社
の
「
例
祭
行

事
」
で
大
変
な
ご
苦
労
や
ご
奉
仕
、
ま
た
、

年
末
の
「
歳
末
特
別
警
戒
」
に
は
、
寒
中
の

中
、町
内
巡
視
を
賜
り
、ま
た
、役
員
の
方
々

に
は
種
々
町
会
行
事
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き

本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
お
よ
び
東
武
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
ソ
ラ
マ
チ
の
開
業
四
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
予
想
以
上
に
多
数
の
来
場
者

が
全
国
か
ら
お
見
え
に
な
り
、
大
盛
況
で
大

変
お
め
で
た
い
こ
と
で
す
。
地
元
町
会
と
い

た
し
ま
し
て
も
ご
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
、
本
所
北
部
連
合
町
会
の
「
合
同

防
火
防
災
訓
練
」
が
、
隅
田
公
園
内
の
時
計

台
広
場
で
開
催
予
定
で
す
。

　

飛
木
稲
荷
神
社
で
は
「
例
祭
」
の
年
に
あ

た
り
、
そ
の
期
間
が
九
月
九
日
（
土
）
〜
九

月
十
日
（
日
）
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
準

備
を
的
確
に
執
行
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
切
に
は
、
皆
様
の
ご
協
力
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
四
月
か
ら
中
学

校
の
通
学
地
域
が
変
更
に
な
り
、当
町
会
は
、

墨
田
中
学
校
か
ら
本
所
中
学
校
（
東
駒
形
三

丁
目
一
番
十
号
）
に
変
わ
り
ま
す
。
本
所
中

学
校
が
平
成
二
十
九
年
度
に
創
立
七
十
周
年

に
あ
た
り
、
そ
の
記
念
事
業
の
準
備
に
当
町

会
も
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
通
学
さ
れ
る
生

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

大
橋
由
明

大橋町会長題字

峯
岸　

久
美
子

【

婦

人

会

】

【

防

火

防

災

部

】

小
杉　

誠
一

　
昨
年
十
月
三
十
日
（
日
）
押
上
一
丁
目
町
会

と
の
合
同
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、本
所
防
災
館
で
の
訓
練
で
す
。
様
々

な
疑
似
体
験
が
で
き
る
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
押
上
一
丁
目
仲
町
会
の
参
加
者
は
十
四

名
で
し
た
。

　

特
に
地
震
体
験
が
出
来
る
ブ
ー
ス
で
は
東
日

本
大
震
災
や
阪
神
淡
路
大
震
災
の
揺
れ
を
疑
似

体
験
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
揺
れ
の
強
さ
に
参

加
者
全
員
が
驚
い
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
防
災

訓
練
は
、
北
部
連
合
町
会
合
同
で
墨
田
公
園
の

自
由
広
場
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

年
々
参
加
者
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
是
非

多
数
の
町
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

徒
諸
君
に
は
大
変
で
し
ょ
う
が
、
交
通
事
故

に
は
充
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
も
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
と

ご
理
解
を
賜
わ
り
ま
し
て
、
町
会
運
営
を
楽

し
く
や
り
た
い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
十
二
月
は
、
寒
暖
の
差
が
多
く
体
調
管
理

が
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
年
を
明
け
て

賀詞交換会

本所防災館にて集合写真

か
ら
は　

暖
か
い
良
い
お
天
気
に
な
り
笑
顔
で
お

正
月
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
新
年
会
は
一
月
二
十
一
日
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
場
所
は
町
内
に
あ
る
「
朴
仙
」
さ

ん
で
す
。参
加
人
数
は
十
三
名
と
少
な
い
で
す
が
、

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
、
美
味
し
い
お
食
事
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
途
中
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
町
会
で
は
「
本
所
防
火
女
性
の
会
」
の
三

名
が
「
火
災
予
防
週
間
」
に
町
内
の
夜
警
に
参
加
、

「
本
所
交
通
安
全
協
会
女
性
部
」
の
二
名
が
「
交

通
安
全
週
間
」
に
錦
糸
公
園
等
で
の
テ
ィ
シ
ュ
配

り
に
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

　
【
廃
品
回
収
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い
】

町
会
の
皆
さ
ま
に
は
毎
月
廃
品
回
収
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　

★ 

日
時　

毎
月
第
二
金
曜
日　

朝
八
時

★ 

雨
天
決
行

★ 

回
収
品
目　

新
聞
紙　

段
ボ
ー
ル　

ア
ル
ミ
缶

注 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　

ス
チ
ー
ル
缶　

瓶

は
回
収
し
な
い　
　

注 

新
聞
紙　

段
ボ
ー
ル
は
束
ね
て
下
さ

い
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

奥
山　

達
夫

健

康

の

た

め

に

趣

味

を

そ
の
四　
（
伊
豆
の
秘
湯
？
温
泉
巡
り
）

　

前
回
で
は
伊
豆
半
島
は
身
体
に
良
い
豊
富

な
温
泉
が
沢
山
あ
る
事
を
述
べ
ま
し
た
が
、

今
回
か
ら
地
域
を
巡
り
な
が
ら
体
験
し
た
お

勧
め
の
温
泉
を
幾
つ
か
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
伊
豆
の
東
海
岸
に
あ
る
温
泉
（
伊
東
か

ら
稲
取
近
辺
）

（
A
）
伊
東
七
福
神
の
湯
（
共
同
風
呂
）

　

伊
東
市
内
に
あ
る
七
つ
の
共
同
風
呂
（
銭

湯
）
で
は
大
黒
天
、
布
袋
尊
な
ど
縁
起
の
良

い
名
前
を
つ
け
た
七
つ
の
共
同
風
呂
（
七
福

神
巡
り
の
コ
ー
ス
）
が
誕
生
し
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
温
泉
に
入
り
自
然
に
親
し

み
健
康
な
身
体
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
。
安
価
な
料
金
で
銭
湯
の
雰
囲
気

を
楽
し
む
事
が
出
来
て
身
体
が
抜
群
に
温
ま

り
ま
す
。
場
所
が
ら
背
中
に
彩
色
模
様
の
漁

師
の
方
と
一
緒
に
入
浴
す
る
事
も
時
々
あ
り

ま
す
。
な
お
、
地
図
は
何
処
に
で
も
置
い
て

あ
る
の
で
伊
東
七
福
神
の
共
同
風
呂
は
直
ぐ

に
分
か
り
ま
す
。

　

私
達
が
伊
東
に
来
る
と
必
ず
一
番
先
に
立

ち
寄
る
の
は
毘
沙
門
天
『
芝
の
湯
』
と
言
う

名
の
共
同
風
呂
で
す
。

（
B
）
伊
東
に
あ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
温
泉
旅
館
等

一
、
東
海
館　
　

　

伝
統
的
な
歴
史
あ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
風
格

の
あ
る
旅
館
で
、
一
度
は
立
ち
寄
る
価
値
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
伊
豆
半
島
へ
の
伊
東
線

の
鉄
道
開
通
が
昭
和
十
三
年
で
す
か
ら
、
昭

和
３
年
創
業
か
ら
の
伊
豆
半
島
の
古
い
歴
史

が
読
み
取
れ
る
館
内
見
学
は
お
勧
め
。
も
ち

ろ
ん
立
ち
寄
り
湯
も
可
能
で
す
。

二
、
伊
東
ホ
テ
ル
聚
楽

　

高
台
に
あ
る
素
敵
な
洋
風
ホ
テ
ル
で
電
話

予
約
に
よ
っ
て
空
い
て
い
れ
ば
入
浴
の
み
で

も
可
能
。も
ち
ろ
ん
露
天
風
呂
も
あ
り
。た
だ
、

宿
に
あ
る
温
泉
と
露
天
風
呂
が
離
れ
て
い
る

の
で
一
度
着
替
え
な
け
れ
ば
入
れ
な
い
の
が

欠
点
で
す
。
従
業
員
が
と
て
も
親
切
で
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
り
そ
う
。

三
、
伊
東
小
涌
園

　

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
後
の
清
掃
終
了
後
か
ら

午
後
三
時
前
位
が
狙
い
め
。
電
話
予
約
で
温

か
く
て
広
い
温
泉
も
露
天
風
呂
も
貸
し
切
り

で
贅
沢
な
気
分
に
浸
れ
ま
す
。

手打蕎麦処朴仙



り
ま
し
た
。
因
み
に
「
日
比
谷
公
園
」
や
「
明
治

神
宮
」
も
本
多
静
六
が
設
計
し
ま
し
た
。

<

隅
田
川
架
橋
の
耐
震
化
と
増
設>

　

復
興
事
業
で
隅
田
川
に
震
災
以
前
に
す
で
に
架

か
っ
て
い
た
両
国
橋
・
吾
妻
橋
・
厩
橋
・
白
鬚
橋

が
現
在
の
強
固
な
耐
震
構
造
の
橋
に
架
け
替
え
ら

れ
ま
し
た
。
更
に
、
新
し
く
蔵
前
橋
・
駒
形
橋
・

言
問
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
江

戸
時
代
か
ら
活
躍
し
て
い
た
「
竹
屋
の
渡
し
」
や

「
駒
形
の
渡
し
」
等
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

<

同
潤
会
ア
パ
ー
ト>

　

被
災
者
向
け
の
集
合
住
宅
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
で
東
京
に
十
四
棟
、
横
浜
に
二
棟
建
設

し
ま
し
た
。
最
初
に
完
成
し
た
の
が
「
同
潤
会
・

中
之
郷
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ハ
ウ
ス
」（
押
上
二
丁

目
、
現
「
セ
ト
ル
中
之
郷
」
の
場
所
）
で
す
。

一
九
二
六
（
大
正
一
五
年
）
に
わ
ず
か
三
年
足
ら

ず
で
完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
「
柳
島
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

<

耐
震
構
造
建
築
の
言
問
小
学
校
が
開
校>

　

私
の
母
校
で
あ
る
言
問
小
学
校
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
耐
震
モ
デ
ル
校
舎
と
し
て

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
年
）
二
月
に
完
成
し
開
校

し
ま
し
た
。
開
校
直
後
に
は
全
国
か
ら
学
校
関

係
者
が
た
く
さ
ん
視
察
に
来
校
し
た
そ
う
で
す
。

近
年
、
耐
震
補
強
工
事
は
施
し
ま
し
た
が
、
現
在

も
創
建
当
時
の
ま
ま
の
姿
の
校
舎
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。
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記

 

】

【
押
上
界
隈
の
歴
史
あ
れ
こ
れ
】

横
井　

正
男

十　

関
東
大
震
災　

二

　

早
い
も
の
で
、
五
代
目
町
会
長
が
亡
く
な
っ

て
八
年
が
経
つ
。
町
会
会
館
建
設
の
先
頭
に
立
っ

た
町
会
長
で
あ
る
。
こ
の
時
期
か
ら
町
会
は
大

き
く
変
わ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
単
年
度
主
義
で
、

毎
年
集
め
た
町
会
費
は
必
要
な
都
度
支
出
し
て

い
た
が
、
会
館
建
設
後
は
長
期
事
業
計
画
の
よ

う
な
予
定
や
計
画
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
最
た
る
も
の
が
「
町
会
会
館
積
立
金
」
だ
。

将
来
の
改
修
工
事
や
建
て
替
え
に
備
え
て
、
先

を
考
え
る
対
策
で
あ
っ
た
。

 　

数
年
前
か
ら
近
隣
の
町
会
で
も
、
高
齢
化
や

人
の
増
加
で
行
政
だ
け
で
は
補
え
な
い
部
分
を

地
域
の
繋
が
り
が
「
み
ま
も
り
」
と
い
う
言
い

方
で
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
応
え
る
活
動
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
た
。

 　

こ
れ
か
ら
の
町
会
員
の
期
待
に
応
え
る
活
動

を
す
る
町
会
の
責
任
は
重
い
。

　

後
藤
新
平
と
復
興
計
画

　

震
災
後
の
「
復
興
」
は
震
災
前
の
姿
に
戻
す

「
復
旧
」
で
は
な
く
、
抜
本
的
な
都
市
改
造
を
目

指
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
を
立
案
し
推
進
し
た

中
心
人
物
が
、
震
災
後
に
内
務
大
臣
兼
帝
都
復

興
院
総
裁
に
就
任
し
た
後
藤
新
平
で
す
。
主
な

復
興
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

<

区
画
整
理
と
幹
線
道
路>

　

こ
の
地
域
で
は
、
江
戸
時
代
に
施
さ
れ
た
本

所
区
内
の
碁
盤
目
状
の
道
路
網
の
促
進
と
現
在

の
向
島
一
〜
三
丁
目
の
区
画
整
理
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
幹
線
道
路
と
し
て
新
た
に
水
戸
街
道
・

言
問
通
り
・
明
治
通
り
・
浅
草
通
り
・
桜
橋
通
り
・

押
上
通
り
（
現
四
つ
目
通
り
）・
小
梅
通
り
・
蔵

前
通
り
・
京
葉
道
路
等
が
で
き
ま
し
た
。
道
路

幅
五
〇
ｍ
も
あ
る
大
き
な
「
昭
和
通
り
」（
中
央・

台
東
区
）も
こ
の
時
の
復
興
事
業
で
出
来
ま
し
た
。

<

道
路
拡
幅
工
事
と
舗
装
化>

　

本
所
地
区
で
は
既
存
道
路
の
拡
幅
、
特
に
清

澄
通
り
・
三
つ
目
通
り
・
四
つ
目
通
り
な
ど
の

幹
線
を
大
幅
に
拡
幅
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

新
設
の
道
路
と
合
せ
る
と
、
東
京
の
道
路
面
積

は
震
災
前
に
比
べ
四
四
％
も
増
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
前
の
道
路
は
九
五
％
が
砂
利
道

で
、
舗
装
道
路
は
わ
ず
か
五
％
で
し
た
が
、
震

災
後
は
、
舗
装
道
路
が
七
二
％
と
大
幅
に
増
え
、

砂
利
道
は
二
八
％
に
減
少
し
ま
し
た
。

<

大
公
園
の
新
設>

　

震
災
直
後
に
、
被
害
の
状
況
を
調
べ
た
結
果
、

火
災
の
延
焼
は
緑
地
に
よ
り
食
い
止
め
ら
れ
、

広
い
避
難
場
所
で
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
つ
の
広
い
大

公
園
を
計
画
、
隅
田
公
園
・
錦
糸
公
園
・
浜
町

公
園
が
新
し
く
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
隅
田
公
園
は
日
本
初
の
「
リ
バ
ー
サ
イ

ド
パ
ー
ク
」（
河
岸
公
園
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
公
園
化
に
は
、
明
治
以
降
の
日
本
の
造
林

学
・
造
園
学
の
基
礎
を
築
い
た
本
多
静
六
と
い

う
人
が
後
藤
新
平
に
乞
わ
れ
て
、
計
画
に
関
わ

次
号
に
続
く

同
校
は
今
年
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
年
）
二
月

に
は
創
立
八
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

<

瓦
礫
（
ガ
レ
キ
）
の
処
理>

　

地
震
に
よ
り
発
生
し
た
瓦
礫
は
、
東
京
で
は

江
戸
城
の
外
堀
の
埋
立
に
使
用
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
出
来
上
が
っ
た
の
が
現
在
の
「
外
堀
通

り
」
で
す
。
外
堀
通
り
は
九
〇
年
後
の
自
動
車

社
会
の
現
在
、
昭
和
通
り
と
共
に
都
内
の
基
幹

道
路
と
し
て
大
活
躍
中
で
す
。

　

ま
た
、
横
浜
市
の
瓦
礫
は
海
の
埋
立
て
に
使

用
し
ま
し
た
。
そ
し
て
造
成
し
山
下
公
園
を
完

成
開
園
さ
せ
ま
し
た
。「
日
本
初
の
臨
海
公
園
」

と
い
わ
れ
、
現
在
も
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
瓦
礫
を
被
災
地
域
外
に
持
ち
出
す
こ

と
な
く
活
用
し
、
現
在
で
も
活
躍
し
て
い
る
施

設
を
建
造
し
た
こ
と
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
ま

た
、
八
〇
年
を
経
た
現
在
で
も
な
お
中
心
的
に

活
躍
し
て
い
る
当
時
の
施
設
が
多
く
あ
り
ま
す
。

  

九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。「
台
風
、

高
潮
、
津
波
、
地
震
等
の
災
害
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
、
こ
れ
に
対
処
す
る
心
構
え
を
準
備

す
る
」
記
念
の
日
で
す
が
、
関
東
大
震
災
発
生

の
日
に
因
ん
で
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
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（
C
）
伊
東
の
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
温
泉

一
、
陽
気
館

　

明
治
か
ら
の
創
業
で
三
十
メ
ー
ト
ル
程
の

距
離
を
傾
斜
45
度
も
あ
る
館
内
の
登
山
電

車
？
を
利
用
し
て
昇
っ
て
行
く
自
家
温
泉
。

露
天
風
呂
か
ら
は
遠
く
初
島
や
房
総
半
島
ま

で
遠
望
出
来
る
絶
景
露
天
風
呂
で
す
。
こ
の

湯
船
は
立
っ
て
入
浴
す
る
珍
し
い
温
泉
。
時

間
に
よ
り
男
女
交
代
に
な
る
の
で
確
認
す
る

必
要
あ
り
。
も
ち
ろ
ん
室
内
の
温
泉
も
あ
り

入
浴
の
み
で
も
可
能
で
す
。

二
、
大
東
館

　

館
の
奥
に
あ
る
温
泉
は
戦
時
中
の
防
空
壕

で
、
壕
の
壁
面
に
は
火
山
噴
火
に
よ
っ
て
出

来
た
堆
積
層
が
傾
斜
し
て
幾
重
に
も
見
え
、

そ
の
奥
に
個
室
の
大
き
な
釜
の
「
五
右
衛
門

風
呂
」、「
寝
風
呂
」、
貸
し
切
り
の
「
家
庭

風
呂
」
な
ど
有
り
、
中
に
入
る
と
湯
気
で
周

囲
が
よ
く
見
え
な
い
ぐ
ら
い
の
本
当
に
面
白

い
温
泉
で
す
。
色
々
な
温
泉
体
験
の
中
で
初

め
て
の
経
験
で
し
た
。
こ
こ
で
は
夕
食
は
出

ま
せ
ん
が
宿
泊
は
安
価
な
料
金
で
す
。

　

近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
等
へ
の

地
図
も
置
い
て
あ
り
親
切
に
教
え
て
く
れ
る

の
で
若
者
や
家
族
連
れ
に
と
っ
て
は
安
価
な

料
金
で
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。
入
浴
の
み

で
も
可
能
で
す
。

三
、
大
川
温
泉
「
磯
の
湯
」　

　

国
道
一
三
五
号
線
の
下
を
く
ぐ
っ
て
太
平

洋
側
の
漁
港
に
出
る
と
掘
建
て
小
屋
風
の
温

泉
が
あ
り
海
風
が
さ
わ
や
か
で
気
持
ち
良
い

露
天
風
呂
で
す
。

四
、
北
川
温
泉
「
黒
根
岩
風
呂
」　

　

太
平
洋
に
向
か
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
見
え

る
？
と
言
わ
れ
、
海
岸
に
あ
り
混
浴
で
若
い

女
性
も
大
き
な
タ
オ
ル
を
巻
い
て
一
緒
に
入

浴
で
す
。
人
気
の
あ
る
露
天
風
呂
で
す
。
も

ち
ろ
ん
女
性
用
露
天
風
呂
も
あ
り
ま
す
。
台

風
に
よ
っ
て
は
海
の
一
部
に
な
っ
て
し
ま
う

ん
で
し
ょ
う
ね
。

五
、
赤
沢
日
帰
り
温
泉

　

宿
泊
客
と
日
帰
り
客
も
一
緒
の
い
わ
ば
大

江
戸
温
泉
と
同
じ
。
こ
こ
は
温
泉
湯
の
量
と

質
が
よ
く
眺
望
、
設
備
も
整
っ
て
お
り
、
か

な
り
人
気
の
あ
る
温
泉
で
す
。
特
に
屋
上
に

あ
る
露
天
風
呂
か
ら
見
え
る
相
模
湾
の
眺
望

は
絶
景
で
す
。

六
、 

伊い
ず
み
だ
か
い
り
や
こ
う
げ
ん
お
ん
せ
ん

豆
見
高
入
谷
高
原
温
泉

　

山
麓
の
見
高
入
谷
高
原
に
あ
る
秘
湯
で
源

泉
か
け
流
し
の
良
質
の
温
泉
で
す
。
地
元

地
区
で
運
営
し
て
お
り
、
地
元
の
人
と
ふ
れ

あ
い
な
が
ら
の
ん
び
り
入
浴
で
き
る
温
泉
で

す
。
人
が
あ
ま
り
来
な
い
の
で
ゆ
っ
た
り
と

入
浴
で
き
、
風
呂
上
が
り
は
緑
に
囲
ま
れ
た

さ
わ
や
か
な
高
原
の
風
を
満
喫
で
き
る
立
ち

寄
り
温
泉
で
す
。
道
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
初
め
て
来
た
時
は
途
中
こ
ん
な
山
中
で

本
当
に
温
泉
が
出
る
の
か
不
安
に
な
る
場
所

で
し
た
。
コ
テ
ー
ジ
も
あ
り
安
価
な
価
格
で

利
用
可
能
。
寝
具
、
台
所
の
調
理
器
具
等
整

備
。
入
浴
道
具
設
置
。
た
だ
し
タ
オ
ル
、
浴

衣
等
は
持
参

七
、
赤
沢
温
泉
海
浜
露
天
風
呂　
　

　

国
道
１
３
５
号
沿
い
の
赤
沢
温
泉
の
無
料
の

混
浴
海
浜
露
天
風
呂
。
湯
船
は
海
岸
の
ち
ょ
っ

と
高
台
に
あ
り
、
と
て
も
見
晴
ら
し
が
良
い
。

目
の
前
に
広
が
る
海
を
見
な
が
ら
湯
に
浸
る
事

が
出
来
、
眺
め
は
抜
群
。
少
し
ぬ
る
め
の
食
塩

泉
が
肌
に
し
っ
と
り
な
じ
ん
で
き
ま
す
。た
だ
、

浴
槽
の
底
は
藻
か
温
泉
成
分
な
の
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、

少
し
ヌ
ル

ヌ
ル
し
て

い
ま
し
た
。

手
入
れ
が

行
き
届
か

な
い
の
が

気
に
な
り

ま
す
。
次

回
は
中
伊

豆
、
西
伊

豆
、
南
伊

豆
な
ど
ご

紹
介
し
ま

す
。


